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企増加の結果より早〈進行する継続的な傾向を示すものJ(National Board of Pロceand In 
cornes， Payment by Results System (SuppJement)， RゅortNo. 65: Cmnd. 3627-7， HMSQ， 
1968， p.15)色賃金ドリフ!の定義とする。ア エングスギャップ (earnings-gap)は，
「一時点における賃金収入が， 貸主告をこえる宮h含J(Lerner & Marquand， Workshop Bargai 






ュアノレ化された一連の訓練を受けて， 一定の職務 (job) に従事する半熱練工





















2) S. W. Lerner， ed. Worksho.ρWage De抑制nation，1969， Chap. 2; R. Dore， British Fac 
tory-Japanese Factory， 1970; 'J寸高，イギリス機械工業における賃金ドりフト， r経済論議」
第132者 3.4号。





















3) ICI，インヘリアル ケミカルインダストり一社(ImperialChemical Industry Ltd.) は，
イギ 'Jスの総合化学工業士社で，世界最大手の一つである'01926年12月7日. British Dystu妊凹
Corp. Ltd.， Brunner， Mond & Co. Ltd.， Nobel Industries Ltd.，および UnitedAlkali Co 




種類にのぼり，農薬およL関連ιJ化学識出也 般化学(塩 ソーダL工業用爆薬j 有機化学，
染料，塗料および建材， フラスチック製品， 石油化学， 医薬品， 金属などの部門にわたる。 J
W. Reader， Imperial Chem-ical lndustrie$: A History， 'lJol. II， 1975. p. 57-58; C. Gill， 







産業別交渉は，経営者団体である化学産業連盟 (ChemicalIndustries Asso~ 
clation，以下 CIA と刊告す〉 と，そこに属する企業に働〈様々な職種の労働者
を組織している各種の組合との聞に， 連の委員会や会議がもたれ，そこで行
なわれる。主なものは， CIAと，運輸般労組 (theTransport and General 
Wor kers' U nion，以下 TGWU)，一般都市労組 (theGeneral and Municipal 
Workers' Union，以下 GMWU)，小売・流通関連労組(the U nion 01 Shop， 
Distributive and Al1ied Workers，以下 USDAW) との交渉の行なわれる化
学産業合同会議 (theChemical and Allied J oint lndustrial Council)の他，
薬品精密化学産業合同会議 (theDrug and Fire Chemical Joint Conference)， 






ったへ 分野別にみれば， 重化学および薬品・精密化学の部門では， 全体の。イギりスの化学工業は， 標準産業分類第5類CStandardIndustrial Clasificati凹 OrderV) 
によれば，次のような部門を含む。一般化学(無機・有機その他)，製薬化学，化粧品，ベンキ，
石鹸・洗剤L合成樹脂 プラスチック 合成ゴム，染料・顔料，肥料，磨き料・接着剤 ゼラチ
ンI 止薬花火マッチ，殺虫殺菌剤。 Gil，ot. cit.， p.xvi....xvi; P. Verma， The Chemi-
cal Industry， S.W. Lerner， ed.， Workshop Wage Deter開制tion，1969. Chap 3， p.95--102 
5) 石敵 ろうそくおよび塗料部門は別突棒 Gil，中 cit.p. 4 
6) Ibid.， p. 9 
7) Ibid.， p 芯Vl11
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4日 ~45%が組織されており，産業全体の組織労働者の大部分が集中している。
中でも，グラフト・マンは，プロセス労働者よりも組織率が高<.合問機械工















くる。たとえば，ある職場の場合，基礎賃金 (basicpay) ，時間外手当 (over
time)，シフト手当 (shiftpay)，などの基礎賃率部分と， プラス・レート，
生産手当 (productionbonus)，勤続手当 Cservicebonus)，能力給 (merit
money)，生計費手当 (c田 tof living bonus)，利潤分与手当 (profi.tsharing 
arrangement bonus)などの上のせ分から，賃金収入 (earnings)が構成され
ていた'"。
8) P. Verma， ot. cit.， p.102....2， 1960年代後半円化学工業の組織状況は， TGWU 6，000人，
NUGMW 6.000人弱. USDAW 15.0口0人.熟練工は24，000人 その内建設工が3.000人であっ
た。 Gillによれば， 1948年lこ29.8%. 1974年に51.2%が化学工業の紅織状況だった。 Gi1l， op 
cit.， p. 122 
9) P. Verma， ot. cit.， p.102....3 



























全般に増加傾向を示す。 Ibid.，p. 114. 




った化学産業雇用主連関 (ChemicalEmployers' Federation，以下 CEF) を
離脱するとともに， CIAの正会員であるにもかかわ bず，組合と CIAの間に
成立した協約に拘束されない立場をとるに致った山。
C 2) ICI企莱内交渉の成立
1936年に ICI，:1:，' CEFを離れ， 産業別火渉から自由となり， 企業内交渉
方式を採用した。 それによる協約は， 1937年のいわゆる基本協約 (Principal
Agreement) ，すなわち労働条件協約一(WorkingCondition Agreement) とし








ll) Ibid.. p. 115~9 クラフトマンの収入は，プロセス労働者より恒常的に高い。他産業からの質
上げ波及力が強いことや!経営側のフォアマン支払額の優遇などによるといえる。
12) Gill，σ戸 cit.，p. 25， 40， 83， 8E 
13) 1931年段陣却ま， GMWU， TGWU. AEU，汽曜工 鉄鋼船工組合 C80ilermakers'， Iron ancl 
Steel Ship Builden' Society)，建設職種運転工生直連盟 (NationalFederation of Building 
Trades Operations)が，主要組合であった。 Reader，op叫， p. 65第2次大戦後は， こ札b
c他に， 電気電子工学遠距離通信および計画組合 (Electrical，Electronic， Telecommunica 
tiOlS ancl Planning Union)，鋳型工関連職種組合 (A路ociauonof Patternmakers and Al1ied 
Craftsmen)，全国板金工鋼鍛冶工屋内E房配管工組合 (NationalUnion of Sheet Metal Workers， 
Coopersmiths and Heating and Domestic Engineers)などが力日わった内 Gi1l.0ρ cit. p. 9iJ 
14) s， M 社は，化学工場における労働者の遅刻欠勤転職職溺規律の悪さを解決し，品質
の労働力を得るためf:-， ジフト労働時間の短縮 (]889)，付加手当(1911)，労使協議制U(1918) 
をはじめ， 年金制度・勤続手当などを導入Ll9世紀末に先駆的労使関係を形成Lていた。 Ibid.，
p.82ν5 
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このような ICI企業内交記長が協約として締結されるための素地は， ICI の
ファミリ ・ファームの一つであるプラナー・そンド CB.M.)社の労働政
策'"を， ICI創立時点から，積極的に導入し，整備・発展させたことによって
形成されていった。その労働政策は，創立者の一人であり， B. M 社の社長で





した1~)。この ICI の労働政策の中心となったのが，R. L ロハーツ Richard
Lloyd Robertsであった。彼は1916年以来， B. M 社の労務担当主任 (Chief
Labour 0日cer)であヮたが， ICI創立にともない， 1927年. ICIの労務担当
主任とむって，中央労働部 (CentralLabour Department)を設け，これを中
心に次のような各種の政策す実施していった。





むようになったm。また，同年には，従業員持ち株制 (WorkersShare Holders 
Scheme) も導入された。他社の制度と異なり， ICIの労働者は，通常株 (ICI
Ordinary Shares) を，一般より有利に購入でき，その上，分割払が可能であ
15) A モンドは，保守党政治家 (1916~8. 1921~2) でもあった時，ムッソリーェ政権卜のイタリ
アを訪問した。 その折に接したフヲ γスト労働政策の一つ「コー ポラテイズム(ItaliancOrpo 
ratism)J弘彼は賛美していた。 lbid.，p. 84 
16) 労世協議会は， ロ カル (LocalWorks Council)，事業部 (GeneralWorks Council)，中央
(Central Works白 uncil)の三段階に分か九 安全・健康田福祉等の事項の他，経営側から出
された土産改善問題につい亡届議ナることもめる。 Reader，ot. cit.， p.61"，-，2; Gi11， ot. cit.， p 
85 
17) Reader， op. cit.， p.62 




それは， ICIの7 ニュアノレ労働者に対して r地位と保証の感覚 (asence 




(weekly wage) で賃金が支払われ， 乗員整理の際には 1ク月の解雇予告
期聞を得る権利が与え bれた。 ちらに， 勤務の有無にかかわらず， 銀行休日
(Bank Holidays)に対する賃金が支払われ，年間 6ヶ月以内に|恨り，疾病に対
Lて有給保証がありたことなどである。これによって， ICIの労働者は，週給






1前 ノー ベル社とB.M 社に先例があり，午収200ポンド以下C>，官理職以外の右にひらかれた
制度である。第1回目の実施では， 1，821人の月給スタッフが， 237，359株を買い入れ』その他の
労働者3，781人が， 129，514株購入した。 Reader，叩 nt" p. 62~3 ただし， ICIは， これらの
株を社員が保有し続けることを韮んでいるが強制はしていない。例えば， 1961年円分与株式りう
ら!マニュアル労働者が1 売却せす保有していたのは37%であった。 P.Verma， ot. cit.， p.127 
19) lbid， p.62: Gill， ot. cit.， p.88 
20) 第1目実施では，有資格者16，862人のうち， 25%0:>4，319人が昇進した。この制度によるマニ斗
アル労働者聞のスタップと payrollsとり待遇の差は 1965~69咋の統賃金構造売法によって
廃止されるまで続いた。 その間， 1945年フレックーバモ (FleckMemorandam)などによる苦
干の変化はあ勺たがτ 一者の分断には変わりなかった。 Gill，0戸川， p. 86-89. 1958年にスタ
ッフ クレードにあった労働者は，全従業員の約60%の46，500人だった。 P.Verma， op. cit.， p 
128 
21) 1928年6月j フォアマンレベルには拠出申昨金，それ以下のレベルのfiS歳以上の者に，一時金
または牛金が土給された。(第1表)Reader， op.cit.， p.68~9 
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第1表 ICIの年金制度(1928)




15~24 105 75 
24""""34 年 金 12 R 6 d 9s. 6 d. 
35年以| G且当〕 15 s 12s. 







ICI労働政策に対する反感の声にもかかわらず， ICI の組合組織率は 30~
40.9百となった叩。
こうした状況が形成されたことが， ICI企業内交渉協約の成立を可能にした
のであった。 ICI企業内交渉方式は， 1937年にスタートして以来， 1980年代の




22) Ibid.， p.64 




24) Gill目。p.cit. p. 89 





中央人事部 (CentralPersonnel Department， CPD) となる CLDは，財政部


















25) Reader， op. cit" p. 63~64. CPD体制下には，中去に，会社全体の方針と交渉戦略の作成
実施にあたる人事政策委員会 CPcrsonnelPolicy Committcc)， 地方 (division)レヘルでは，
10人り人事部長(DivisionalPersonnel Director)とスタッフ CDivisionalStaff)，各工場には
人事係長 (P町 sunnel0田cer)が匝き札口、ぁ。彼らは1 日常決定を行ない，職輯評価を調整す
る組織である規範委員会 (CodeCommittee)を通じて活動している。 GiJ1， op. cit.， p:90. 
26) P.Verma，op. cit.， p.120 
84 (490) 第 133巻第6号












J/ (tradesmen) 30) によって構成されている。一般工は，さらに昼間のみ勤務





27) 徴3整は，規組委員会にお切る職璃許価自民投など。 Gil1， 0ρ cit.， p.90 新しい動き自主な
るものは， 1965年人員利用と賃金構造交渉(特定工場〉にはじまり， 1969年週給スタッフm約
CWeekly Staff Agreement)により全会社を包括した生産性火告かだった。 それは， スタッフ
グレ ド制を廃止L.制限的慣行，職種間縄張りを買い上げた。全マニュアル労働者に. 8段階
の年俸単位(;s270-1100)で週払制 Cannualsalaries payable weekly) を融すものだった。
しかし，熟練工の多い化学機械職場や工場建設部門では， その実施は円滑にすすまなかった。
Ibid.， p. 143~4; 'Gil， ot. cit.， p.93~6 
28) Ibid.，p. 37~8 この体制は1060年代龍平の生産性協約にとってかわられ~支で続いた
2-9) Vermaによれば，一般封働者は「徒弟制を明確な形態で， ほどこされていないマエュアル労
働者Jである。 P.Verma，叩 'cit.，p. 121 
30) ICIの熟練工は， 般に用いられる Craftsmenでなく Tradesmenという呼称で職種 (occu
pation)分類される。 lbid.，p.121各職種目比率の倒は，持i・2表参照。









ア ユ Y グス・ギャップ部分に相当する， グラフの b-e聞のうち主要部分を
なすものであるが，その割合は，化学産業全体と比べるとき， 般工の場合特
に言えることだが，低〈安定的である。
化学産業での上のせ構造部分に相当する ICI の要素としては， この他に a
第1表 ICI工場におけるマ←」アル苦働者構成
¥ 職種l- l一般シフト工 lトレイズマン l 全
¥¥人童文ガ人数克人数用人数
1961 4月 800 40.5 800 40.5 375 19.0 1，975 
10月 800 40.5 8Zb 41.tI 350 17.7 1，975 
1962 4月 675 45.0 600 40.0 225 15.0 1，500 
10月 600 42.1 600 42.1 225 15.8 1，425 
1963 4月 600 47.0 42fi 円3.3 250 19.6 1，275 
10月 600 48.0 450 36.0 200 16.0 1，250 
??????????
出所) Verma，噌 αt.，p. 134 1. M. Doxyが調査により作成。
第2表 ICI工場における週当賃金収入の比較〔シリング〉
「こ弓:j般昼間工! 般シフトヱ| ト川マン
ユ961 4月 258.3 g口5.1 334.1 
10月 254.3 30!i月 320.0 
1962 4月 288.0 327.4 333.6 
10月 283.4 330.1 329.7 
1963 月 299.6 345.6 369.6 
10月 308.9 379.1 374.2 















1961 1962 1963 
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1961 . 1962 1963 







出所) lbid.， p.137~140. Fig. 3.6.~3.9 をもとに作成ム
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③機械 l ' (互建設 l
100 
90-1 a~ 90 








1961 1962 IS63 1961 1962 1963 
4月10月 4月10日 4月10月 4 R 10R 4円lOR 4月10月
o-b 時間失手当 d-o 勤続給その他付加拾および組長・棒心手当
b-c 罪励結 e-O 職務質事
c-d 臨時代替拍 〈熟練工の基礎貨串+個人別飽力給のグレード別格差質串)
88 (494) 第133巻第6号
般工では，勤続給や臨時職務評価賃率 (temporaryjob appraisement dif-
ferentials) などがある。熟練工では， 組長・棒心手当 (acting foreman or 
chargehand) も一項目をなす'"。
一般工と熟練工のいずれにとっても， 主要部分を構成するのは，基縫賃率













般雑工員 (ba日c labourer) の職務要件との対比で，各々の相対的評価に比例
して点数づけられる。その際に，作業条件， 心的要因 (mental)，肉体的要件
(phy剖cal)，習得した技能と知識くskill& knowledge) などの 4つの要囚ご
とに様々な要件が考慮されて格付げがなされる34¥ 第 2・3表)
31) laborourは 不熟練工で， 特定のR申請を持たない。倒えば，砂の運搬・情婦伝言温度計
よみとり・数字の記録などの作業をする。 日本労働協会 1L口「職務評価と賃金管理J1961， 86 
4 ミー ジ。
32) P. Verrna， o.ムcit.，p. 139..，40 
3ぬ Ibid.， p.121. 1963年に， トレイズマンは，時間当 5s.1074止，一般工は 41;.9河止
34) GiU， op. ciι， p.101~21 最初の職務評価は， 1935年作業測定に基〈割増賃金制のピド 方式








出所) GilI， ot. cit.， p.115ョTable3.3より作成。
第 3表 ICI方式の職務評回(一般工の職務〉
I ，~，的要因|肉体的要件 I f得ザ量
|記憶の良さ 筋 力 教 育
推理の能力 スタミナ 訓| 練






































出所) Imperial Chemical Industries， Lirnited: The 1. C， 1.Method of Job Appraisement 

























なう制度である。 1963年段階においては，時間当り 2ベ Yスの増加によヮて段
階づけられた6つのク。レードが存在していた。これを定める査定は，半年にー
35) この点tついては， P. Verma， op. cit.， p.125参既L
36) 1964年で，時間当 7d. libd.， p.126 
37) lhid.， p. 124-5 
イギリス化学工業における賃金トリフト (497) 91 
回実施される。査定を行なうのは，主に課 (area)の管理者 (manager) と副
管理者 (vicemanager) であり，その際，ブ太アマンの助言が参考とされる。






















38) Ibid.， p. 124 
39) 消防土， 運転手j 管理人j 雑柱部など一部の聯覇には不適当なため適用されない。 Ibid.，p 
12~ 
40) Ibid'J P よ41
92 (498) 第1四巻第6号
職務賃率を基準とし， 平日(月~金〕ならば1.5倍， 週末〔土・日〉は 2倍と
さオもる。

















41) 雪印J員整理の解雇通告期聞が，勤続 1年で12週間から， 15年以上で2週間の範囲で与えられる。
:. cvl司に職がみつからない場合，勤続年数に応じ 3~10週間は，通常賃率の 3分の 1 の再調整手
当支給。 10年以上勤続者に一時金 (ex.gratia lump sum)支給。 しかし同時に， 剰員整理を極
力，解雇によらない方針が存在することも，配置転換を異なる地填閣で実施Fる「労働JJ()J流動




おそれがあるためj 一種の凍結措置がなされた。 Ibid_.p. 12:3 
43) Reader， op.cit.， p.68 
44) Gill，σ't. cit.， p. BG 

























45) 以下と〈にと止わりのない限り z 比率を示す数オは，時間外労働を除いた部分を賃金収入とし
て算出したものである。
4(3) Ibid.， p. 94 























47) 叩岡哲郎「工場の哲学J1971. 77ペ ジ。
48) 同上， 78へージ。
19) 町上， 99へージ。
50) ここでいう 定程度の半断力とは， r国民的学抄教育」によって形成されるものと考える。こ
れに引、ては，山本潔「日本労繭市場の構造J1907， 4--5ベ ジ参照。
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